
■導入後６か月にもかかわらず教職員・学生を問
わず、その効果を実感！
導入後半年余りの2016年３月、率直にご意見を伺っ

たところ、「以前のベンダーの作業内容はブラック

ボックス化している部分があり、かつユーザー視点

では、スマートフォンには非対応でしたので、担当

者がシステムとより主体的に向き合いながら、改善

していくことが不可欠でした。特に、入学や卒業に

よって毎年約1,400名の学生が入れ替わりますので、

ID統合やパスワード変更の工数削減に直結する体制

が求められていたのですが、『ExtraConsole ID

Manager』は、Webブラウザからユーザー情報を一

元管理できますし、管理運用は確実に便利になって

います」と、総合情報センター・情報システム課の

青砥光一係長は、実務担当者の視点でお話をいただ

きました。さらに、同センターの小西甲事務部長は、

「プレゼンテーションどおりの機能を、そのとおり

に使用できることを実感でき、導入して良かったと感

じています」と話してくださいました。

現在では、キャンパス内の全域でアクセスしやす

いWi-Fi環境と、ログインしやすいシングルサイン

オン環境の相乗効果により、教職員・学生を問わず、
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『ExtraConsole ID Manager』導入で

さらなるIT環境の活性化へ

〜流通経済大学での取組事例〜

■導入の目的は、ID管理サーバーの統合とシング
ルサインオン環境の構築
流通経済大学では、2013年９月に無線LAN環境

「RKU Wi-Fi」を整備し、キャンパス内のあらゆる

場所でスマートフォンやタブレット、ノートPCを

使った学習が可能になったほか、2014年10月には、

国際無線LANローミング「eduroam」にも参加し、

2015年には、学内ポータルサイト「Ring」がスマ

ートフォン対応に刷新され、学生のスマートフォン

利用が加速度的に活発になりました。

そうした中、学生がパスワードを忘れてしまうケ

ースがあり、学内に複数あったID管理サーバーを統

合し、IDやパスワードを一元管理できるシングルサ

インオン環境の構築は、最優先課題となっていまし

た。

そこで、ID管理サーバーを統合管理し、シングル

サインオン環境とのシームレスな連携ができる点

や、他大学での導入実績を評価いただき、2015年

９月、弊社の学内 ICT運用管理ソリューション

『ExtraConsole ID Manager』の導入に至りました。



IT活用やWeb活用の意識は着実な高まりを見せてお

り、学生がパスワードを忘れた場合の再発行手続き

の簡便さや、運用のしやすさは格段に向上して、エ

ンドユーザーのメリットも確実に高まっているとい

うことです。

社会学部教授で総合情報センターのセンター長を

兼務する都築一治教授からも、「シングルサインオ

ンは管理がしやすく便利な反面、セキュリティ面は

懸念材料のひとつでしたが、現在は安心して使用で

きていますし、カスタマイズされていない汎用のシ

ステムでも十分な強みがあることが、本学の導入事

例でも証明されたのではないでしょうか」と評価い

ただきました。

■今後の情報システムを利用した教育の変革に
『ExtraConsole ID Manager』の活躍は不可欠！
今後は、同大学の特徴である全学生が１年次から

ゼミに所属する「ゼミナール教育」でも、学生個人

のスマートフォンやタブレット、ノートPCを活用

して学習を進めていくようになると想定されていま

す。同大学は、社会に出ても通用する学生の育成を

目的としており、学生だけでなく、教員も、激しく

移り変わる情報システムを利用した教育の変革が求

められることになります。

「極言すると、学内に学生用のデスクトップPC

が１台もないとしても、ノートPCや携帯用情報端

末を使っていつでもどこでも学業に励むことのでき

るキャンパスであれば、高等教育機関として何ら問

題ないということです」と青砥係長が話すように、

これは決して夢物語ではありません。個人所有の情

報端末のみとなったとしても、利用を支える重要な

基盤として、学内 ICT運用管理ソリューション

『ExtraConsole ID Manager』の活躍が、これからも

ますます期待されるに違いありません。
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構築から運用開始、その後のサポートまで弊社の担当者が手厚

く対応。こうしたいという要望にも、すぐ回答し、管理者の満足

度は高まっている。




